
設
計
者
矢
部
又
吉

煉
瓦
造
り
２
階
建
て
（
２
階
部
分

吹
き
抜
け
）、
銅
板
葺
き
、
外
壁
タ

イ
ル
張
り
の
こ
の
建
物
は
、
大
正
７

年
、
川
崎
銀
行
（
現
在
の
東
京
三
菱

銀
行
）
の
佐
倉
支
店
と
し
て
建
設
さ

れ
ま
し
た
。

建
て
ら
れ
た
の
は
大
正
６
年
と
考

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
町
資
料

館
の
た
め
の
改
修
工
事
の
際
に
発
見

さ
れ
た
棟
札
に
よ
り
、
大
正
７
年
の

建
築
と
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
設

計
者
は
矢
部
又
吉
と
い
う
人
物
で
あ

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

矢
部
又
吉
は
、
明
治
21
年
横
浜
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
建
築
を
学
ん
だ
矢

部
は
、
明
治
建
築
界
の
三
巨
頭
の
ひ

と
り
と
呼
ば
れ
る
妻
木
頼
黄
に
師
事

し
た
後
、
約
５
年
間
ド
イ
ツ
に
留
学

し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
旧
川
崎
銀

行
本
支
店
を
は
じ
め
、
銀
行
建
築
を

数
多
く
手
が
け
ま
し
た
。
県
内
に
も
、

旧
川
崎
銀
行
千
葉
支
店
（
千
葉
市
美

術
館
「
さ
や
堂
」）、
三
菱
銀
行
佐
原

支
店
旧
本
館
（
佐
原
市
三
菱
館
）
な

ど
、
矢
部
の
設
計
し
た
建
築
物
が
残

っ
て
い
ま
す
（
下
写
真
）。

《写真》現在の佐倉市庁舎
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「
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
」
と
い
う
建
物

ド
イ
ツ
の
流
れ
を
く
む
建
築
様
式

建
築
様
式
は
、
ド
イ
ツ
的
な
ネ
オ

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
、

小
規
模
な
建
物
に
合
わ
せ
て
簡
略
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
セ
ッ
シ

ョ
ン
様
式
の
影
響
も
強
く
見
ら
れ
ま

す
。
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
様
式
と
は
、
19

世
紀
末
、
ウ
イ
ー
ン
で
起
こ
っ
た
過

去
の
芸
術
様
式
か
ら
分
離
（
セ
セ
ッ

シ
ョ
ン
）
し
、
生
活
や
機
能
と
結
び

つ
い
た
造
形
を
目
指
し
た
様
式
で
、

直
線
を
基
調
に
し
て
い
ま
す
。
ド
イ

ツ
に
留
学
し
、
建
築
を
学
ん
だ
矢
部

又
吉
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
建

物
で
す
。

平
成
３
年
、
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支

店
は
、
棟
札
と
と
も
に
県
指
定
有
形

文
化
財
（
建
造
物
）
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

佐
倉
を
見
つ
め
続
け
て
き
た
建
物

旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
（
県
指
定
有
形
文
化
財
）

新
町
通
り
に
佇
た
た
ず

む
煉
瓦
造
り
の
建
物
、

旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
。

現
在
で
は
市
立
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

の
建
物
は
、
佐
倉
市
が
誕
生
し
た
と
き
、

市
役
所
庁
舎
で
し
た
。

佐
倉
が
市
に
な
っ
て
50
年
。
佐
倉
市

の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
の
建

物
の
変
遷
を
辿た
ど

り
ま
す
。

矢部又吉
〈明治21年（1888）
～昭和16年（1941）〉

旧川崎銀行千葉支店
（千葉市美術館「さや堂」）

三菱銀行佐原支店
旧本館（佐原市三菱館）

蜉
現
在
で
は
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
大
正

３
年
建
築
。

（
写
真：

佐
原
市
都
市
開
発
室
）

蜉
千
葉
市
美
術
館
・
千
葉
市
中
央
区
役

所
建
物
の
１
階
に
、
新
し
い
建
物
に
覆

わ
れ
る
よ
う
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
２
年
建
築
。（

写
真：

千
葉
市
広
報
課
）

大正７年
（1918）

昭和12年
（1937）

29年
（1954）

46年
（1971）

51年
（1976）

61年
（1986）

平成３年
（1991）

平成６年
（1994）

旧川崎銀行佐倉支店が建築される

佐倉町に売却され、佐倉町役場と
なる

市制施行により、建物は佐倉市役
所庁舎に

佐倉市庁舎が海隣寺町に移転、建
物は中央公民館として利用

中央公民館が現在の鏑木町に移
転、建物は市立図書館に

市立図書館が58年に現在の場所に
移転、建物は改修の後、新町資料
館として利用

県指定有形文化財（建造物）に指
定

市立美術館が完成、建物は美術館
のエントランスホールに

旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
の
あ
ゆ
み

旧川崎銀行佐倉支店関連年表
早
く
か
ら
佐
倉
に
進
出
し
た
銀
行

川
崎
銀
行
は
、
右
の
棟
札
に
も
名

が
記
さ
れ
て
い
る
川
崎
八
右
衛
門
が

明
治
７
年
に
川
崎
組
を
組
織
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
明
治
13
年
の
国
立

銀
行
条
令
に
よ
り
、
川
崎
銀
行
と
な

り
、
同
年
、
佐
倉
に
支
店
（
当
時
出

張
所
）
を
置
い
た
よ
う
で
す
。

川
崎
銀
行
は
、
昭
和
２
年
に
第
百

銀
行
と
合
併
し
て
川
崎
第
百
銀
行
と

な
り
、
昭
和
11
年
に
名
称
を
第
百
銀

行
に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭

和
18
年
に
三
菱
銀
行
と
合
併
し
、
名

称
も
三
菱
銀
行
に
な
り
ま
し
た
。

公
の
施
設
と
し
て
様
々
に
利
用

昭
和
12
年
、
佐
倉
町
が
こ
の
建
物

を
購
入
し
、
佐
倉
町
役
場
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和
29
年
の
市
制
施
行
以
後

も
、
引
き
続
き
市
役
所
庁
舎
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
46
年
、
市
役
所
が
海
隣
寺
町

に
移
転
（
現
在
の
庁
舎
）。
建
物
は

中
央
公
民
館
と
な
り
、
51
年
に
公
民

館
が
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
後
、

佐
倉
市
立
図
書
館
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
58
年
、
佐
倉
郵
便
局
が
現
在

の
場
所
に
移
転
し
、
そ
の
建
物
に
図

書
館
が
移
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
の
建
物
は
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
改
修
工
事
を
経

て
、
昭
和
61
年
に
新
町
資
料
館
と
し

て
オ
ー
プ
ン
。
城
下
町
の
祭
礼
や
町

の
様
子
な
ど
を
展
示
す
る
施
設
と
し

て
、
平
成
４
年
ま
で
一
般
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
６
年
、
市
立
美
術
館

の
開
館
に
伴
っ
て
、
旧
川
崎
銀
行
佐

倉
支
店
は
建
築
当
時
の
姿
に
戻
さ

蜉
矢
部
又
吉
の
名
が
記
さ
れ
た
棟
札

蛹
屋
根
は
銅
板
葺
き

蜉
２
階
部
分
が
吹
き
抜
け
に
な
っ
て
い

る
現
在
の
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
内
部

蛹
昭
和
30
年
３
月
ご
ろ
の
旧
川
崎
銀
行

佐
倉
支
店

周
囲
の
家
は
低
か
っ
た
た
め
、
目
立

つ
建
物
で
し
た
。

蜍
現
在
の
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店

れ
、
美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
変
遷
を
辿
っ

て
き
た
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
は
、

ず
っ
と
佐
倉
を
見
守
っ
て
き
た
の
で

す
。



佐
倉
市
誕
生

今
か
ら
50
年
前
の
昭
和
29
年
３
月

31
日
、
佐
倉
町
・
臼
井
町
・
根
郷

村
・
和
田
村
・
弥
富
村
・
志
津
村
の

６
町
村
が
合
併
し
て
、
佐
倉
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

当
時
佐
倉
町
役
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
は
、

佐
倉
市
役
所
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

建
物
に
は
、
出
納
室
、
戸
籍
課
、
税

務
課
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

２
階
部
分
を
作
る

旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
は
建
築
当

初
か
ら
２
階
部
分
が
吹
き
抜
け
の
、

天
井
の
高
い
１
階
建
て
の
建
物
で
し

た
。
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る
た
め
、
２

階
を
作
っ
た
の
は
市
庁
舎
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。

佐
倉
町
役
場
の
こ
ろ
か
ら
、
旧
川

崎
銀
行
佐
倉
支
店
に
増
築
す
る
よ
う

な
形
で
、
建
物
の
後
ろ
側
に
も
庁
舎

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
の
人

口
増
加
、
業
務
拡
大
に
伴
っ
て
分

館
・
分
室
を
建
て
て
対
応
し
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
46
年
、
市
役
所
は
海

隣
寺
町
の
現
在
の
市
庁
舎
に
移
転
し

ま
し
た
。

「
佐
倉
市
」
と
い
う
名
前

新
し
い
市
の
名
前
と
し
て
、「
印

旛
市
」
な
ど
の
案
が
出
て
い
た
ん
で

す
が
、
佐
倉
町
の
木
倉
町
長
（
佐
倉

市
初
代
市
長
）
が
、
歴
史
あ
る
「
佐

倉
」
の
名
を
残
し
た
い
と
、
他
の
町

村
を
説
得
し
た
ん
で
す
。
他
の
町
村

は
診
療
所
や
道
路
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
要
望
し
て
い
た
の
に
対
し
、「
佐

倉
町
に
は
何
も
作
ら
な
く
て
い
い
か

ら
名
前
だ
け
残
し
て
く
れ
」
と
。
そ

れ
で
「
佐
倉
市
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

佐
倉
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
建
物

佐
倉
町
役
場
だ
っ
た
旧
川
崎
銀
行

佐
倉
支
店
が
佐
倉
市
庁
舎
に
な
る
の

は
す
ん
な
り
と
決
ま
り
ま
し
た
。
当

時
市
街
地
と
い
え
ば
新
町
の
あ
た
り

と
臼
井
の
中
心
部
く
ら
い
で
し
た

し
、
旧
佐
倉
町
に
は
官
庁
が
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
か
ら
。

佐
倉
が
市
に
な
っ
た
こ
ろ
、
周
り

は
ほ
と
ん
ど
が
平
屋
だ
っ
た
の
で
、

あ
の
建
物
は
立
派
に
見
え
ま
し
た

ね
。
当
時
の
佐
倉
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

建
物
だ
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

市
役
所
に
な
っ
た
当
初
か
ら
手
狭

で
、
は
じ
め
は
１
階
し
か
な
か
っ
た

の
を
２
階
を
作
っ
た
り
、
分
館
・
分

室
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。
教

育
委
員
会
は
裏
新
町
の
別
館
と
か
。

市
民
の
か
た
に
も
使
い
勝
手
の
悪
い

庁
舎
で
し
た
。
ト
イ
レ
は
外
に
あ
っ

て
数
も
少
な
く
、
男
女
の
別
も
な
か

っ
た
も
の
だ
か
ら
、
ト
イ
レ
を
使
う

に
は
並
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態

で
し
た
し
ね
。
そ
れ
で
む
し
ろ
市
民

の
方
か
ら
「
恥
ず
か
し
い
か
ら
庁
舎

を
建
て
替
え
ろ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

あ
の
建
物
が
残
っ
た
の
は
、
壊
す

お
金
が
な
か
っ
た
か
ら（
笑
）。
当
時

は
古
い
も
の
を
保
存
す
る
、
と
い
う

発
想
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
な

く
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
。

今
考
え
れ
ば
お
金
が
な
か
っ
た
の
が

幸
い
し
ま
し
た
ね
。

2004年（平成16年）２月１日〈942号〉 特集

庁
舎
時
代

中
央
公
民
館
時
代

市
立
図
書
館
時
代

圓城寺信夫（えんじょうじ・のぶお）

昭和24年、和田村入庁。合
併事務局のスタッフとして、
町村合併を進めた。市制施行
に伴い、昭和29年佐倉市職員
に。当時は総務課所属。総務
課長などを歴任し、退職後、
収入役（60年～63年）、助役
（63年～平成７年）を務めた。

佐
倉
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
建
物

市
制
施
行
前
は
合
併
の
事
務
を
担
当
し
、
の
ち
に
収
入
役
・
助
役
を

務
め
た
圓
城
寺
さ
ん
に
、
当
時
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

市
制
施
行
時
は
東
福
寺
（
現
在
の
さ
く
ら
苑
〈
鏑
木

町
〉
の
あ
た
り
）
を
利
用
し
て
佐
倉
市
公
民
館
が
お
か

れ
（
昭
和
40
年
に
中
央
公
民
館
に
改
称
）、
旧
町
村
ご

と
に
分
館
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
46
年
、
市
役
所
が
新
庁
舎
に
移
転
し
、
中
央
公

民
館
は
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
に
移
り
ま
し
た
。

高
齢
者
向
け
の
「
長
寿
大
学
」
や
、
女
性
向
け
の
講

座
、
青
年
教
育
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
旧
佐
倉
東
高
校
跡
地
に
中
央
公
民
館
を
新

築
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
51
年
、
現
在
の
場
所
〈
鏑

木
町
）
に
な
り
ま
し
た
。

蛹「佐倉市政だより」第240号
（昭和49年12月１日発行）
公民館祭が行われたときの

様子です。

蛹「佐倉の図書館」（昭和
57年発行）
表紙に旧川崎銀行佐倉支

店の絵が描かれています。

蜊「中央公民館のあゆみ」
（昭和50年発行）

表紙には旧川崎銀行佐倉
支店の写真が。

中
央
公
民
館
が
移
転
し
た
後
、
昭
和
51

年
10
月
１
日
か
ら
、
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支

店
は
市
立
図
書
館
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
、
中
央
公
民
館
の
中
に
図

書
室
は
あ
り
ま
し
た
が
、
市
内
に
単
独
の

図
書
館
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
建
物
部
分
は
１

階
が
事
務
室
と
児
童
室
、
２
階
が
資
料
室

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
57
年
発
行
の「
佐
倉
の
図
書
館
」
に

よ
る
と
、
開
館
初
年
度
の
蔵
書
数
は
１
万

２
１
６
５
冊
で
、
貸
し
出
し
登
録
者
数
は

１
４
３
２
人
、
貸
出
総
冊
数
は
１
万
１
９

８
８
冊
で
し
た
が
、
昭
和
56
年
に
は
そ
れ

ぞ
れ
１
万
１
７
７
３
人
、
12
万
７
７
５
７

冊
と
急
激
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

旧
佐
倉
郵
便
局
の
建
物
を
改
修
し
、
図

書
館
が
現
在
の
場
所
に
移
転
し
た
の
は
、

昭
和
58
年
の
こ
と
で
す
。
以
降
、
旧
川
崎

銀
行
佐
倉
支
店
は
約
３
年
間
の
休
息
に
入

り
ま
し
た
。

蜉
佐
倉
市
役
所
各
課
配
置
図
（
昭
和
29
年
８
月
15
日
発
行
「
佐
倉
市

政
だ
よ
り
」
第
２
号
よ
り
）

色
部
分
が
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
で
、
出
納
室
・
戸
籍
課
・
税
務

課
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
や
衛

生
課
な
ど
は
分
室
に
お
か
れ
、
裏
新
町
に
あ
り
ま
し
た
。

市役所

蛹旧庁舎の窓口風景
奥に金庫らしきものが見える

ことから、出納室の窓口だと思
われます。

蛹旧市庁舎での執務風景
冷房などはなく、夏は相当暑かった

ようです。

蜉旧庁舎の後ろに増築した建物
（写真は昭和53年 図書館時代のもの）

昭
和
46
年
〜
51
年

昭
和
51
年
〜
58
年

蜉
市
立
図
書
館
を
紹
介
す
る

「
広
報
さ
く
ら
」
第
２
９
４
号

（
昭
和
52
年
３
月
１
日
発
行
）

昭和29年

～46年

蛹旧庁舎の入口
建物右側から入ったところに

入口がありました。

時
代
ご
と
に
見
る
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
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料
館
時
代

市
立
美
術
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

佐
倉
考
古
展

―
旧
石
器
か
ら
弥
生
ま
で
―

（
平
成
２
年
）

刀
剣
展―

刀
匠
・
細
川
一
門
の
流
れ
―

（
平
成
３
年
）

新
町
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展

市
立
美
術
館
は
、
平
成
６
年
に
開
館
し

ま
し
た
。
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
は
美
術

館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
建
物
と
調
和

す
る
よ
う
に
、
新
し
い
建
物
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
は
、

建
築
さ
れ
た
時
の
よ
う
に
２
階
が
吹
き
抜

け
の
１
階
建
て
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

２
階
部
分
に
は
回
廊
が
造
ら
れ
る
な
ど
、

で
き
る
限
り
建
築
当
時
の
建
物
の
姿
が
再

現
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
と
し
て
、
日
常
の
世
界
か
ら
美
術
館
と

い
う
い
わ
ば
非
日
常
の
世
界
へ
の
橋
渡
し

的
な
役
割
を
こ
の
建
物
は
担
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
61
年
11
月
２
日
、
改
修
工
事
を
終

え
た
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
は
、
佐
倉
新

町
資
料
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
時
、
棟
札
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。新

町
資
料
館
は
、
城
下
町
の
庶
民
の
暮

ら
し
を
模
型
や
展
示
を
通
し
て
紹
介
す
る

施
設
で
し
た
。
１
階
に
は
、
館
の
案
内
や
、

山
車
人
形
な
ど
祭
り
に
関
す
る
資
料
が
展

示
さ
れ
、
２
階
に
は
、
明
治
４
年
に
書
か

れ
た
「
三
峯
山
道
中
記
図
絵
」
の
ジ
オ
ラ

マ
模
型
や
、
佐
倉
城
下
の
模
型
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
倉
を
訪
れ
た

か
た
の
た
め
、
市
内
見
学
の
情
報
セ
ン
タ

ー
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

建
物
の
背
後
に
あ
っ
た
建
て
増
し
部
分

は
取
り
去
ら
れ
て
、
広
場
と
な
り
、
彫
刻

「
建
国
の
雄
姿
」
が
お
か
れ
ま
し
た
。

新
町
資
料
館
で
は
特
別
展
も
開
催
さ
れ
、

文
化
財
や
美
術
品
を
展
示
す
る
場
所
と
し

て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
場
所
に

市
立
美
術
館
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た

た
め
、
平
成
４
年
、
新
町
資
料
館
は
閉
館

し
ま
し
た
。

新町資

蜉
佐
倉
新
町
資
料
館
オ
ー
プ
ン
当
時
の
広
場

中
央
に
彫
刻
「
建
国
の
雄
姿
」（
北
村
西
望
作
）

が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
彫
刻
は
、
現
在
、

岩
名
運
動
公
園
内
に
あ
り
ま
す
。

蛹
開
館
当
時
の
新
町
資
料
館

後
ろ
に
あ
っ
た
建
物
は
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

蜉
１
階

笊
麻
賀
多
神
社
の
祭
礼

笆
周
辺
案
内
ボ
ー
ド

笳
新
町
ア
ラ
カ
ル
ト

笘
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー

笙
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー

蜉
２
階

笊
佐
倉
道
ジ
オ
ラ
マ

笆
開
化
年
表
・
佐
倉

笳
佐
倉
の
商
い

笘
城
模
型

笙
佐
倉
を
訪
れ
た
人
々

笞
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー

蛹「広報さくら」第528号
（昭和61年11月１日発行）
新町資料館の開館を伝えて

います。

平
成
６
年
〜
現
在

新
町
資
料
館
の
展
示
室
を
利
用
し
て
、
様
々
な
特
別
展
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
バ
・
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
な
ど
の

展
覧
会
で
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ

れ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
業
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

現
在
開
催
中
の
企
画
展
「
フ
ラ
ン
ス
・

ハ
ル
ス
と
ハ
ー
ル
レ
ム
の
画
家
た
ち
」
で

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
美

術
館
や
ハ
ー
ル
レ
ム
の
ま
ち
な
か
の
映
像

を
上
映
し
、
企
画
展
へ
の
導
入
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

蜉
現
在
の
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
内
部

２
階
部
分
に
回
廊
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

藤原隆洋〈Beans-BALLOON〉1999年
チバ・アート・ナウ'99より

（撮影：内田芳孝）

原高史〈汚せない９つの窓〉1998年
チバ・アート・ナウ'98より

（撮影：安斎重男）

佐
倉
の
移
り
変
わ
り
を
ず
っ
と
見
つ
め
続
け
て
き
た
旧
川
崎
銀
行

佐
倉
支
店
。
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
旧
川
崎
銀
行
佐
倉
支
店
に
つ
い
て
の
詳
細
は
「
佐
倉
市
史

研
究
」
第
７
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１階展示室

２階展示室

昭和61年

～平成４年
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